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8週齢 Wistar系雄性ラット 28匹を 7匹ずつ、対照群(Control：C群)、水素水摂取群(Hydrogen-rich 
Water：HW群)、歯周炎群(Periodontitis：P群)、および歯周炎＋水素水摂取群(Periodontitis + 
Hydrogen-rich Water：P+HW 群)の 4群に分けた。実験期間は 4週間とした。C 群に対しては通常飼育を
行い蒸留水を与えた。P群、P+HW群では、上顎両側第二臼歯の歯頸部周囲に絹糸を結紮し、実験的歯周
炎を惹起させた。さらに、HW群、P+HW群には実験期間の間、水素水(800～1000 μg/L)を与えた。実験








 ン(GSSG)の比(GSH/GSSG)を求めた。また、ウエスタンブロット法を用いて、c-Jun N-terminal kinase(JNK)、
p38、extracellular signal-regulated protein kinase 1/2(ERK1/2)、リン酸化 JNK(p-JNK)、リン酸化
p38(p-p38)およびリン酸化 ERK1/2(p-ERK1/2)の発現量を求めた。 
血清ROM値、HE染色およびTRAP染色による組織学分析の群間比較には一元配置分散分析とTukey法を、
そして 8-OHdG陽性細胞率、nitrotyrosine陽性細胞率および GSH/GSSGの群間比較には t 検定を用いた。 
【結果】 
P群の血清 ROM値は経時的に上昇し、2週目と 4週目においては C群と比べて有意に高くなった。P+HW




骨頂までの距離は C群、C+HW 群と比較して P群では有意に大きくなったが、P+HW 群と C群との間では有
意な差は認められなかった。 
P群と比較して、P+HW群の GSH/GSSGは有意に高く、8-OHdG陽性細胞数率と nitrotyrosine陽性細胞率











率は有意に低かった。過去の研究から GSH/GSSGは抗酸化力、そして 8-OHdGと nitrotyrosineは酸化ダ
メージの指標となることがそれぞれ報告されている。本研究の結果は水素水の摂取によって歯肉の抗酸
化力が向上するとともに、歯肉の酸化ダメージが減尐したことを示唆している。 











































































化c-Jun N-terminal kinase（p-JNK），リン酸化p38（p-p38），およびリン酸化extracellular 
signal-regulated protein kinase 1/2（p-ERK1/2）の量も，尐ない傾向にあった。 
以上のことから，ラットの実験的歯周炎モデルにおいて，水素水の摂取には，活性酸素種を消去す
るとともに炎症の伝達経路を不活性化し，歯周炎の進行を抑制する効果があることが示唆された。 
本論文は，2年前に発表されたものであるので現在の研究進度からみると作用メカニズムの検討が浅いも
のであるが，水素水摂取による歯周炎の進行抑制効果の有効性を解明する上で重要な知見である。よっ
て，論文審査担当者は一致して，本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める。 
 
 
